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北極陸上生態系において、消雪時期と積雪開始時期は、動植物のフェノロジーや、熱や物質（炭
素、窒素、水など）の循環に大きな影響を及ぼす因子のひとつである。そのため、北極の環境変
動を評価しようとする際、積雪の年々変化を把握することが重要である。本研究では、北極域ス
バールバル諸島を対象に、衛星リモートセンシングを用いて消雪時期と積雪開始時期の年々変動
を調べた。
 まず、衛星センサTerra MODISによる地表面反射率データ（NASA配布のMOD09Q1プロダク
ト、250m解像度、8日間コンポジット、コレクション5）を用いて、2000年から2009年までの時
系列NDVI（Normalized Difference Vegetation Index）画像を作成した。各年の時系列NDVI画像
の各画素について、NDVI=0を閾値として、年始から数えて最初に閾値を越える時期を消雪時
期、8月以降に閾値を下回る時期を積雪開始時期とした。NDVI=0という閾値は、現地観測（ス
ピッツベルゲン島ニーオルスン周辺）における地表面の分光反射率データに基づいて設定した。
なお、氷河や海は、解析対象から除いた。本手法の妥当性は、ALOS AVNIR-2（10m解像度）や
LANDSAT（30m解像度）などの衛星センサによる画像と比較することにより検証した。
 上記の結果として、2000年から2009年におけるスバールバル諸島全体の消雪時期と積雪開始
時期の空間分布を明らかにすることができた。ニーオルスン周辺での平均消雪時期は、10年間の
平均に比べ、2006年に早く、2009年に遅かった。積雪開始時期は、2001年・2005年・2008年に
早く、2004年・2006年・2009年に遅かった。年ごとの差は、消雪時期は最大25日程度、降雪開
始時期は最大15日程度であった。消雪時期と積雪開始時期から非積雪期間を算出したところ、年
ごとの差は最大で30日程度であった。本研究の結果からは、2000年から2009年の間で、消雪時
期と積雪開始時期に顕著な経年変動傾向は見られなかった。当地域では、消雪時期が植物の展葉
や開花に大きく影響することが知られており、本研究で明らかになった消雪時期の年ごとの違い
は、陸上生態系の炭素循環にも影響を及ぼしている可能性がある。


